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《エイサー水口》2001年/キャンバス、油彩/滋賀県立美術館蔵



　塔本シスコは、1913(大正 2)年、熊本県郡築村(現・八代市)に生まれました。養父の傳八は、自身
のサンフランシスコ行きの夢を託し、彼女をシスコと命名しました。シスコが9歳の頃、家業がかたむき
小学校を中退します。その後、奉公を重ね、20 歳で結婚。一男一女を得ましたが、46 歳の年に夫が
急逝します。心身ともに不調の日々から立ち直るなか、子どもの頃から憧れていた絵を描くことに心を
よせていきます。

　53 歳の時、シスコは油絵を描き始めました。作品の主題は身近な草花や動物たち、そして時間も場
所も自由自在にのり越えて、子どもの頃の思い出にまで広がります。その絵画世界は、彼女の胸中に宿
る喜びや夢で満たされています。生涯にわたって、純粋さを持ち続け、自身の喜びと夢を制作の源泉に
していたシスコは、「私は死ぬまで絵ば描きましょうたい」と絵筆を握り続け、2005年(平成17年)に 
91歳の人生を閉じました。

　本展は、これまで広く紹介される機会が少なかったシスコ作品を約230点紹介する過去最大規模
の回顧展です。滋賀県は、シスコの初の大規模個展が1994年に当時の滋賀県立八日市文化芸術会
館で開かれ、2001年にも滋賀県立水口文化芸術会館で個展が開催されるなど、関係の深い場所で
あり、当館では、寄託を含めて7点の作品を収蔵しています。本展はこれまでに、世田谷美術館、熊本市
現代美術館、岐阜県美術館への巡回を経て、終着点となる滋賀県立美術館では、他の会場には出品
されなかった《ヒマワリとアマガエル》(1971)など5点が追加出品されます。彼女の愛するものたちや
思い出に満ち溢れる作品たちが織りなす「シスコ・パラダイス」に是非お越しください。

本展について
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見どころ

１：過去最大規模の回顧展

２：本館でしか見られない５作品

３：鮮やかな色彩が織りなすシスコの世界を体験

４：絵画だけではない多様なシスコ作品

53歳から制作を始め、91歳で亡くなるまでのおよそ40年間制作を続け、膨大な数の作品を残し
たシスコ。本展は、その中から、およそ230点の作品を紹介する、過去最大規模の回顧展です。

本展は、2021年9月4日に世田谷美術館での開催をはじめとして、これまで熊本市現代美術館、
岐阜県美術館と巡回してきました。最終会場となる滋賀県立美術館では、これまで各館で展示を
した作品群に加え、他館には出展されなかった5点を追加展示します。

自身の周りに生きる動植物との関わりを通して、鮮やかな色彩で、独自の世界を表現し続けたシス
コ。本展では、彼女の作品をその年代やモチーフごとにまとめ、その世界を俯瞰するとももに、空間
を覆うシスコの世界を存分にご堪能ください。

シスコ作品の支持体は、キャンバスやパネルにとどまらず、空き瓶や、木箱、竹筒など多岐に渡りま
す。また、制作のきっかけになったのは、リハビリのために彫り始めた石の彫刻であり、後に陶を用
いた人形や、日本人形などの立体も制作をしました。本展では、これらを初めとし、着物やスケッチ
など、多様な形態のシスコ作品を紹介します。
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塔本シスコとは

　塔本シスコは、1913（大正2）年、現在の熊本県八代（やつしろ）市に生まれました。
　養父の傳八は、自身のサンフランシスコ行きの夢を託し、長女である彼女をシスコと命名しました。
　1933年、20歳の時に塔本末藏と結婚し、ウサギやチャボなどを飼い、愛育しました。その後、一男一女を得て、子どもたちと
一緒にスケッチをしたり、スズムシ、金魚などを飼う日々を過ごします。

　1959年に夫が急逝し、しばらくは体調不良のために静養の日々が続きました。1961年、48歳の時には脳溢血に倒れ、この
リハビリテーションのために、石を彫りはじめ、1966年、 53歳のある日から、大きなキャンバスに油絵を描き始め、身のまわりの
植物、愛育している金魚などをモティーフとして、絵画表現の既成概念にとらわれない、世界を創ってゆきます。
　1970年には、長男で画家の賢一と同居するために、大阪に移住しますが、制作はますます旺盛さを増します。シスコの絵画世
界は、何ものにもとらわれない、彼女の胸中に宿る喜びや夢があふれ出てくるもので、時空を飛び越え、しばしば、子どもの頃の
想い出もモティーフとなって現れ、身近な親族や、散歩でよく会う名も知らぬ人までが登場してきます。

　2001年には貧血で倒れたことをきっかけに、認知症を発症しますが、「私は死ぬまで絵ば描きましょうたい」と、亡くなる前年
の2004年まで制作は続きました。生涯にわたって、純粋さを保ち、自身の喜びと夢を制作の源泉にしていた塔本シスコは、 
2005(平成17)年に91歳の人生を閉じました。
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《自画像》1969年/キャンバス、アクリル絵具/個人蔵 《5才のシスコを抱いている86才のシスコ》
1999年/パネル、油彩/個人蔵



第１章「私も大きな絵ば描きたかった」 パラダイスへの第一歩

　本章では60年代に制作されたシスコの初期の作品を紹介します、
　1966年、画家を目指していた息子の賢一が家を出て働き始めると、シスコは、賢一が家にのこした作品の油絵具を包丁で
削り落とし、その上から自分の作品を描きはじめます。《秋の庭》は、この時描かれた作品です。夏の盆休みに帰省した賢一に、シ
スコは「私も大きな絵ば描きたかった」と、秘めていた強い思いを伝えました。この言葉と描かれた作品に心を打たれた賢一は、
その制作の後押しをしようと決意します。こうして、53歳にしてシスコの絵を描く生活がはじまりました。シスコは、心の内に広
がるパラダイスを描きだす最初の一歩を踏み出したのです。

第2章「どがんねぇ、よかでしょうが」 熊本から大阪へ

　1970年の夏、シスコは、息子の賢一と同居するため、枚方市の一軒家に引っ越します。庭の周りにひまわりを育て自ら作り出
した景色に、故郷の田植風景を重ね、異なる時間と空間が一つの画面に溶け合った《長尾の田植風景》が公募展で入賞し、絵
を描くことへの自信を得ます。賢一の結婚に伴い、同市内の団地に移ってからは、4畳半の自室をアトリエとして、家族で訪れた
行楽地を、まるで絵日記のように次 と々描いていきます。「ちょっとみてくれんね」と家族に意見を求め、大きな絵は戸外に持ち
出し、団地の壁をイーゼル代わりに仕上げました。
　熊本時代にはどこか抒情性を帯びていた画風が、 70代に入り、多彩で奔放な構成となり、盛った絵具が凹凸を呈し、ちょっ
と奇妙で愛しい“シスコ・ワールド”が開花していきます。《造幣局の桜》他で、緑草花樹にウサギや小鳥がとまり、園児が並んでい
るのは、弾んだ気持ちや幸福感の表れです。
　シスコの絵に惹きつけられた人たちによって、シスコの作品を発表する機会が広がります。展覧会を目標に描き、展覧会で人
に褒められ、訪れた人に「どがんねぇ、よかでしょうが」と気さくに話しかけるシスコは、80歳代に入ってさらに旺盛な制作を重
ねました。日常のなかのハレの場、近所の山田池公園は、十数年にわたり、驚きや幸せをつめこんだ創作のパラダイスであり続
けました。シスコのマジカルな創造力は、ごくふつうの公園を舞台に果てしなく湧き出るのでした。
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《秋の庭》1967年/キャンバス、油彩/世田谷美術館蔵 《夕食後》1967年/板、油彩/個人蔵

《長尾の田植風景》1971年/キャンバス、油彩/個人蔵 《造幣局の桜》1987年/キャンバス、油彩/個人蔵



第３章 「ムツゴロウが潮に乗って跳んでさるく」    ふるさとの思い出日記

　第3章では、シスコのふるさとである熊本や九州の風景を描いた作品を紹介します。
　《桜島》は、棕櫚やレッドジンジャーなどの南国独特の植物や桜島の山肌を、丹念に絵の具を塗り重ねて表し、火山灰を丸や三
角などでグラフィカルに表す描写に、シスコの個性が発揮されています。
　また、段ボールを連結させた巨大なパネルを作って描くことで、スケール感いっぱいに表すようになっていったのも、この時期
です。その一方で、シスコは、70歳を過ぎてから、熊本で過ごした子ども時代を振り返って描いた一群の作品を残しています。
　もう一つ、特徴的なのが、着物姿のシスコとその姉妹が、二人の孫と一緒に遊ぶ《古里の家（シスコ、ミドリ、シユクコ、ミア、ケン
サク）》のように、異なる時代を一つの画面の中で表す試みです。手づくりの人形や、仲良く遊ぶ孫たちの姿が、記憶の扉を開ける
引き金となり、時間や空間を自在に超えたイメージを絵画の中で構築する、そのシスコの表現の自由さに驚かされます。

第４章「私にはこがん見えるったい」            あふれるシスコ・パラダイス

　シスコは結婚した頃から、暮らしのなかで、植物や生き物を育ててきました。作品に現れている生命への暖かい眼差しは、ま
さにその人柄をしのばせるものです。《春の庭》のモティーフも、すべてシスコが愛した生命です。シスコは、自分自身の眼で見て、
感受したこと、対象の輝きを信じていたのでしょう。章のタイトル、「私にはこがん見えるったい」も、シスコの言葉の一つです。そ
こには借り物の表現ではない世界を、丹念に耕そうとする想いが感じられます。
　また、シスコは数あるモチーフの1つとしてネコたちを何度も描いています。ネコはシスコの家では、大切な家族の一員でした。
それは飼猫だけではなく、近所の野良猫たちも、シスコにとっては、大切な話し相手であり、親しい隣人でした。だからこそ、《ネ
コ》、《三匹のネコ》などは、あたかも家族を撮ったスナップ・ショットのような愛情に満ちた作品に仕上がっているのです。
　シスコが身近な植物や生き物に心を向け、それぞれが宿す生命感を深く見つめ、描きだそうとすることで、シスコ・パラダイス
は、とめどなくあふれ、広がっていきました。
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《桜島》1970-88年/キャンバス、油彩/個人蔵

《古里の家（シスコ、ミドリ、
シユクコ、ミア、ケンサク）》

1988年/
キャンバス、油彩/個人蔵

《あそびにくるネコ》1996年/板、油彩/個人蔵

《春の庭》1990年/段ボール、油彩/個人蔵

《ひまわりの中で インコ》1987年/キャンバス、油彩/個人蔵



第５章「また新しかキャンバスを持って来てはいよ」とまらないシスコ・ワールド

　シスコにとって、家族は重要なモティーフです。団地でともに暮らす息子夫婦と孫二人の肖像画を制作するだけでなく、《もらったラン、
もらったシクラメン》の中の遺影の夫も大切な家族であり、家に遊びにくるネコたちにも愛情のまなざしを注ぎました。また、シスコは、自
分の作品を見に来てくれる人を歓迎し、その出会いを大切にしました。自身が注目される晴れ舞台でもある展覧会など、楽しいこと、に
ぎやかなことが大好きでした。
　他にも、自分の人生の出来事だけでなく、その時 の々世間のニュースを絵に書き込むことも、いくつかの作品に見られる特徴の一つで
す。、例えば《さようなら長野オリンピック》で、オリンピックを報道するテレビが画中画になっているように、生活の中でテレビをよくつけ
ていたシスコは、目に入ってくるニュースを作品に取り入れています。
　80代になっても制作意欲は衰えず、シスコは家族に「また新しかキャンバスを持って来てはいよ」と言っては、作品を描き続けました。

第６章「私は死ぬるまで絵ば描きましょうたい」                   シスコの月

　88歳の夏、シスコは貧血で倒れ認知症を発症します。そうしたなかでも創作のエネルギーが衰えることはありませんでした。
モティーフは、居室で座って描ける見舞いの花や果物に移り、扱いやすい画材や小品へと新たな展開をみせます。花や鳥を並べ
た愛らしい装飾性が表れるのもこの頃です。柑橘系の果物はたいてい九州の親類からの贈りもの。ザボンの果皮の粒 （々油胞）
を、シスコらしい工夫で、チューブから直接しぼり出して表現しています。
　また、点や線で画面を埋め、ペンを併用するなど、年齢を重ね体力が続かない中での工夫や、補色で何パターンも描くなど、感
覚の変化に伴う色・形・筆致のリズムによって、濃縮した“シスコ・ワールド”が現れてきます。作品の発する力強さは、若さや体力
によるものではなく、内面に蓄えられた制作への情熱であることに心を打たれます。
　シスコは、初期から不思議と「月」、それも煌々たる満月を描き続けました。欠けてはまた満ちる月に、シスコは無意識に人生を
投影し、あるいは母への思いも重ねていたのかもしれません。絶筆は力強く輝く満月でした。それは、何ものにも媚びずに生きた、
シスコの生命の煌めきかもしれません。
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《もらったラン、もらったシクラメン》
1996年/ キャンバス、油彩/個人蔵

《さようなら長野オリンピック》
1998年/キャンバス、油彩/個人蔵

《前田館長と記念写真》
1995年/キャンバス、油彩/世田谷美術館蔵

《90才のプレゼント》2003年/キャンバス、油彩/滋賀県立美術館寄託 《月光(雲に入る)》2004年/キャンバス、油彩/個人蔵



第７章「シスコは絵をかく事シかデキナイのデ困つた物です」かかずにはいられない！
ＰＲＥＳＳ ＲＥＬＥＡＳＥ

　シスコの制作は、平面の世界にとどまるものではありませんでした。シスコの描きたいという衝動は、どんなところにも広がっていきま
した。たとえば、素麺が収められていた木箱、竹筒、木製の引き出し、お酒の空き瓶、しゃもじにまで絵を描きました。きっと、シスコの眼
には、身のまわりのすべてが、素敵なキャンバスに見えたのでしょう。
　そして、箱でも瓶でもしゃもじでも、それぞれの形状に合わせて構図を考え、三次元ならではの小さな宇宙が、そこには誕生していま
す。これらの作品は、シスコが創造のために働かせる空間を捉える知覚が、平面と立体という形の違いを悠 と々のり越えていったことを
物語っています。
　さらに、シスコは作陶にまで手を広げ、《鳥の精》、《鳥の女神》といった一連の作品をのこしています。これらの作品には、ある種の神
秘性が宿っています。それは自然への崇拝であり、鎮魂の想いなどであり、平面の作品にはないシンボリックなイメージが託されている
ように感じられます。
　また、若い頃に習得した和裁の技術を活かして、和装の小さな人形もたくさんつくっています。江戸時代の町人を思わせる人形たち
は、しばしば、シスコの絵のなかにも登場します。絵のなかの人形も、手づくりされた人形も、シスコにとっては、楽しき記憶や浮き立つ
心を描き出すための、かけがえのない存在です。シスコだけにわかる、それぞれの個性が人形たちの表情ににじみ出しています。
　そして、シスコが絵柄を手描きした着物は、まさに《シスコの晴姿》の通り、自分自身を着飾るために描き込んだものです。襟元から裾
の先まで、シスコのお洒落心が満ちあふれています。
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(上左)《ツバキ 花》2000年/木箱、油彩、貝/個人蔵　(上右)《シスコの日本人形》1994年頃/布、針金/個人蔵　(下左)《古里の家、ザボンの木》
1995年/竹筒、油彩/個人蔵　(下中)《鳥の女神》2000年/陶、油彩/個人蔵　(下右)《ひまわり》1996年/ガラス瓶、油彩/個人蔵



会期 
開場時間
休館日 
会場 
主催

後援
料金

問い合わせ

 

2022年7月9日（土）-　9月4日（日）
9:30-17:00(入場は16:30まで)
月曜日[ただし7月18日(月・祝)は開館]、7月19日（火）
滋賀県立美術館　展示室３
滋賀県立美術館、京都新聞、「塔本シスコ展 シスコ・パラダイス かかずにはいられない！人生絵
日記」実行委員会
エフエム京都
一般1200円（1000円）、高大生800円（600円）、小中生600円(450円)

＊（　）内は20名以上の団体料金　
＊身体障害者手帳、精神障害者保健福祉手帳、療育手帳をお持ちの方は無料
・同時開催中の常設展もご覧いただけます
・年額2400円（一般）で何度でも観覧いただけるお得な年間パス（滋賀県美メンバーズ）入会受
付中

 滋賀県立美術館
〒520-2122 滋賀県大津市瀬田南大萱町１７４０-１
TEL 077-543-2111 / FAX 077-543-2170　（担当：福山、三宅）
（電話受付時間 8:30～17:15）

開催概要
ＰＲＥＳＳ ＲＥＬＥＡＳＥ

○公共交通機関をご利用の場合：
JR琵琶湖線（東海道本線）「瀬田駅」（京都駅から普通電車で約17分）下車、「大学病院」「滋賀医大」行きの
バスに乗車(約10分)、「文化ゾーン前」または「県立図書館・美術館前」下車（便によって停まるバス停が異な
ります）、美術館までは徒歩5分
○お車をご利用の場合：
新名神高速「草津田上インター」から約5分
＊なるべく公共交通機関をご利用ください
＊お身体の不自由な方は、びわ湖文化公園東駐車場の有人ゲートからお車を乗り入れて、美術館までお越
しいただけます

アクセス

8

県立図書館
・美術館前

県立図書館・美術館前

文化ゾーン前
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広報画像一覧
ＰＲＥＳＳ ＲＥＬＥＡＳＥ

①　　　　　　　　　　　②　　　　　　　　　　　③

⑤　　　　　　　　　　 ⑥　　　　　　　

⑧　　　　　　　　　　                        　　　　  ⑨　　　　　　              　 

④

⑦

⑩

　　　　　　

広報画像の使用に関する注意事項
※広報用画像の掲載には、各画像のキャプションとクレジットの明記が必要です。 
※当館からの指定がない限り、トリミングは御遠慮ください。作品が切れたりキャプション等の文字が画像にかぶ
　ったりしないよう、レイアウトに御配慮ください。 
※情報確認のため、お手数ですが校正原稿を当館へお送りください。原稿確認を行わず誤った情報が掲載された
　場合、当館では責任を負いかねます。
※アーカイブのため、後日、掲載誌(紙)、URL、番組収録の DVD、CD などをお送りください。
※画像は本展の広報のみの御利用となります。御利用後は必ずデータを破棄していただくようお願いいたします。 
※読者プレゼント用の招待券の提供を御希望の場合は、使用申請書の記載欄に御記入ください。
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広報画像使用申請書
ＰＲＥＳＳ ＲＥＬＥＡＳＥ

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

《秋の庭》

《長尾の田植風景》

《エイサー水口》

《ひまわり》

《古里の家、ザボンの木》

《ツバキ 花》

《もらったラン、もらったシクラメン》

《90才のプレゼント》

《夕食後》

《鳥の女神》

媒   体   名 :

種         別 : テレビ   ラジオ   新聞   雑誌   フリーペーパー   ネット媒体   その他

発売・放送予定日 :

御   社   名 :

御担当者名 :                                           
           
 E - m a i l : 

 T   E   L   :

招待券希望枚数 :      枚（送付先住所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

展覧会広報用素材として、作品画像等を用意しております。御希望の方は注意事項をお読みいただき、、必要事
項を御記入のうえ、FAXまたはメールにてお申し込みください。

滋賀県立美術館 教育・コミュニケーション室行き
Fax:077-543-2170   E-mail:info@shigamuseum.jp

御希望の画像にチェックをつけてください。

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

1967年/ キャンバス、油彩　

1971年/ キャンバス、油彩　

2001年/ キャンバス、油彩　

1996年/ ガラス瓶、油彩　

1995年/ 竹筒、油彩　

2000年/ 木箱、油彩、貝　

1996年/ キャンバス、油彩　

2003年/ キャンバス、油彩　

1967年/ 板、油彩　

2000年/ 陶、油彩　

世田谷美術館蔵

個人蔵

滋賀県立美術館蔵　

個人蔵

個人蔵

個人蔵

個人蔵

個人蔵/滋賀県立美術館寄託

個人蔵

個人蔵
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(1)開催日時　　令和4年(2022年)7月9日（土） 9:00～受付開始　

(2)会      場　　滋賀県立美術館（大津市瀬田南大萱町1740－1）

(3)タイムスケジュール
 9：00～          　プレス受付開始
 9：10～  9：40　内覧会（展示室３）
 9：45～10：15　説明会（木のホール）
10：15～　　　   自由取材

(4)参加申込み
参加を希望される方は、返信表に必要事項を御記入の上、7月8日（金）正午までに、メールまたはファックス
にてお知らせくださいますようお願いいたします。
お車でお越しの場合は、びわこ文化公園の駐車場（無料）を御利用ください。

(5)注意事項
新型コロナウイルス感染症の拡大状況によっては、プレス説明会の内容変更や開催中止となる場合がありま
す。中止の場合は、参加申込みの際にいただいた御連絡先にお知らせいたします。

プレス説明会参加返信表　　　

申込期限:7/8(金)正午

滋賀県立美術館行き

Fax  ：077-543-2170
Email：museum@pref.shiga.lg.jp

＜必要事項＞

１）貴社名　 ：

２）御芳名  ：
※参加される方すべての御芳名を記入してください。

3）参加人数：

4）T E L  ：

5）E-mail　：

6）通信欄  ：

プレス説明会 
ＰＲＥＳＳ ＲＥＬＥＡＳＥ
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関連イベント
ＰＲＥＳＳ ＲＥＬＥＡＳＥ

同時期に開催予定の展覧会（常設展）
名品選II

名品選IV

郷土ゆかりの画家(油彩)

小倉遊亀コーナー
いずれかほとけの姿ならざる

休館中の新収蔵作品を中心に

[ギャラリートーク]

［ワークショップ］

［記念講演会］

7月30日（土）／8月27日（土）｜学芸員によるギャラリートーク

7月24日（日）｜たいけんびじゅつかん
8月 6 日（土）｜野村誠（作曲家）
　　　　　　　楽器と身体のワークショップ『シスコ万歳まつり』

8月 7 日（日）｜橋本善八（世田谷美術館 副館長）
8月28日（日）｜増井牧子（元滋賀県立八日市文化芸術会館 学芸員）

＊詳細は滋賀県立美術館ホームページ、並びに当館の公式SNS等にて順次公開いたしますので、そちらをご
確認ください。

令和４年3月12日(土)ー令和４年7月18日（月・祝）

令和４年6月7日(火)ー令和４年7月18日（月・祝）

令和４年7月23日(土)ー令和４年10月16日（日）

令和４年6月7日(火)ー令和４年9月4日（日）
*7月19日（火）ー7月22日（金）を除く

令和４年7月23日(土)ー令和４年12月21日（水）

ご来館のみなさまへのお願い
滋賀県立美術館では、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、安全に配慮した取り組みを行っています。
・発熱や咳などの症状がある方、体調がすぐれない方はご来館をお控えください。
・入館にあたり、マスクの持参、着用、こまめな手洗い、消毒、来館者同士の距離の確保にご協力ください。

展覧会については、感染症拡大防止対策のため、やむを得ず延期・中止する場合がございます。実施スケジュー
ルや、詳細に関しましては、滋賀県立美術館のウェブサイトをご確認ください。

滋賀県立美術館ウェブサイト：　https://www.shigamuseum.jp/　　　滋賀県立美術館　　検索


